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研究成果の概要： 
 
癌治療における化学療法の発達は近年、目覚ましいものがある。 
 
抗癌剤を選択的に癌細胞に送りこむことで、より優れた治療効果と副作用の軽減が望まれてい

る。 
 
今回、EGFR過剰発現の癌細胞に対し、選択的に薬剤を送りこむために paclitaxel封入抗EGFR
抗体結合ナノ粒子を作製した。 
 
Paclitaxel 封入抗 EGFR 抗体結合ナノ粒子は EGFR 過剰発現の癌に対して優れた殺細胞効果
と抗腫瘍効果を認め、有効な drug delivery systemの開発が期待できると考えられた。 
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２００７年度 2,300,000 690,000 2,990,000 

２００８年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 
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１． 研究開始当初の背景 
 
様々な抗癌剤治療が開発される中、副作用
を軽減し、治療効果を上げるためにより選
択的に抗癌剤を癌細胞へと送りこむ drug 
delivery systemの開発が注目されてきて
いる。 
 
 
 
２．研究の目的 
 
EGFR過剰発現の癌に対して、選択的に高
濃度の抗癌剤を送り込むために paclitaxel
封入抗 EGFR 抗体結合ナノ粒子を作製し
た。 
Paclitaxel封入抗EGFR抗体結合ナノ粒子
による殺細胞効果と抗腫瘍効果を検討する
ことを研究の目的とした。 
 
 
 
３．研究の方法 
 
In vivoでは A431と H69を背部皮下に移
植した BALB/C ヌードマウスを用いて、
ナノ粒子における抗 EGFR 抗体の有無に
よる抗腫瘍効果を検討した。 

 
 
 

４．研究成果 
 
Paclitaxel封入抗EGFR抗体結合ナノ粒子
と抗 EGFR抗体が結合していない
Paclitaxel封入ナノ粒子をそれぞれ作製し
た。 
 
In vivoではA431移植ヌードマウス群では
抗 EGFR抗体結合群と抗体非結合群で、抗
腫瘍効果に有意差を認めたが、H69移植ヌ
ードマウス群では抗 EGFR抗体結合群と
抗体非結合群で、抗腫瘍効果に有意差を認
めなかった。 
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